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2．特定外来生物の防除
特定外来生物の捕獲は、鳥獣保護管理法に基づく捕獲に加え、外来生物法に基づく防除が活用できる。外来生

物法に基づく特定外来生物の防除については、複数年にわたる防除実施計画の確認・認定を受けることができる

ため、農林水産業等の被害発生を受けて捕獲する防除だけではなく、被害の未発生時の予防的に行う防除や野

外からの根絶を含め、計画的な防除に適した制度である。

国や都道府県は防除の公示を行うことにより、市町村（※）は国の確認を受けることにより、民間団体等は国の

認定を受けることにより、外来生物法に基づく防除を行うことができる。

（※）国や都道府県と協力して防除の一部を行う場合は、国や都道府県の公示に市町村名を記載することで、

　　　 国の確認なしに外来生物法に基づく防除を行うことができる。

（表3）特定外来生物の防除と鳥獣保護管理法における許可捕獲及び狩猟

外来生物法 鳥獣保護管理法
防除の確認・認定に基づく防除 許可捕獲 狩猟

目的
特定外来生物による生態系や人の生
命・身体、農林水産業への被害の防止

学術研究、鳥獣の管理
（農林水産業等の被害防止を含む）等 問わない

鳥獣保護管理法
に基づく捕獲許可

防除の確認・認定を受ければ許可は
不要

都道府県知事または市町村長等の許
可が必要 不要

捕獲対象
特定外来生物
※防除の対象種類以外が捕獲された
場合は放獣の必要性あり

狩猟鳥獣以外を含む全種及び卵 狩猟鳥獣（46種）
※卵、ひなを除く

捕獲方法

防除実施計画書で定めた捕獲方法
（ただし、外来生物法第12条により適
用除外とされていない規制について
は鳥獣保護管理法に基づき行う）

法定猟法以外も可
（危険猟法の禁止等の制限はある） 法定猟法

実施期間
複数年の計画策定が可能
（通年可能）

許可された期間
（通年可能）

狩猟期間（11/15～2/15（※地域
によって異なる場合あり））

捕獲実施者

適切な知識及び技術を有していると
認められる者であれば狩猟免許非所
持者も可能
例）自治体が開催した狩猟講習会に
参加し修了証書を受領した者

申請をして許可を受けた者
（狩猟免許を所持していなくても可能
となる場合がある）

狩猟者
（狩猟免許を取得し、都道府県で狩
猟者登録（狩猟税の支払）をした者）

その他
防除に伴う特定外来生物の保管・運搬
についても、飼養等許可を受けず実施
可能

鳥獣保護管理法に基づく許可捕獲に
伴う一時的な保管・運搬については、
外来生物法に基づく手続きは不要

鳥獣保護管理法に基づく狩猟に伴う
一時的な保管・運搬については、外
来生物法に基づく手続きは不要
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（2）許可捕獲
■許可権限者

許可の権限者は、以下の通りとなっている。

○環境大臣：国指定鳥獣保護区内、希少鳥獣の捕獲等の場合及びかすみ網を用いた捕獲の場合

○都道府県知事：大臣許可の対象となるもの以外の鳥獣の捕獲等の場合（※）

（※）多くの都道府県では、地方自治法第２５２条の１７の２の規定又は鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止

のための特別措置に関する法律第６条の規定に基づき、その捕獲許可権限の一部を市町村長に委譲している。

■許可の基準

捕獲許可の基準については、上記の許可権限者が、捕獲の目的ごとに、鳥獣の種類・数量・期間・区域・方法等に

関する要件を定めている。

都道府県の捕獲基準については、知事が策定する鳥獣保護管理事業計画の中に定められている。
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